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   認知症疾患医療センター 

  令和3年2月26日、新型コロナウイルス感染対策のためWEB会議
にて、令和2年度第二回認知症疾患医療連携協議会を開催致しまし
た。 

スタッフからひとこと 

認知症になったらどうする？ 

活動 

報告 

認知症疾患医療センターへの 
受診予約・ご相談は・・・ 

TEL ０２９５－５８－８０２０ へ 
営業時間：月曜～金曜・第四土曜日 
9：00～17：00 （祝日・祭日、年末年始は除く） 
 

スタッフプロフィール 

認知症初期集中支援チームとは 

認知症の方が住み慣れた地域で安心した
生活が続けられるよう、認知症当事者や
その家族へ早期に関わり、必要な医療機
関や介護サービス等に結び付ける事を目
的としたチームです。 

当センターは常陸大宮市の認知症初期集中
支援チーム事務局の委託を受けるとともに、
チームの一員として活動しています 

〇名前： 

小林 真紀子 
〇資格： 

精神保健福祉士 

〇仕事内容： 

相談支援・他機

関との連絡調整 

4月から他部署より異動してきまし

た。皆様に寄り添いサポート致し

ます。遠慮なくご相談ください！ 

コメント 

 認知症はもちろん誰もがなりたくない病気ですが、
一方で誰もがなる可能性のある病気です。もしあな
たのご家族が「認知症です」と言われたら、あなた
はどうしますか？ 
 実は認知症は突然何も分からなくなる病気ではあ
りません。個人差はありますが、出来ないことが増
える一方で、今まで通りできることも残されている
ことが多くあります。 
 また、認知症当事者の多くが、特別扱いされずに、
これまで通りの生活を送ることを望んでいるとされ
ています。症状により上手くいかない事があっても、
周りの協力を得ながら日常生活を維持することが認
知症の進行防止にもつながり、ご本人は穏やか 
に過ごすことができますのでぜひ、認知症当 
事者のご家族には、認知症のことを理解して 
いただき、地域の方々と支え合いながら、認 
知症当事者の方のその人らしい生き方を応援 
していただきたいと思います。 

今回本協議会では、常陸大宮市、常陸太田市、
那珂市、城里町、大子町などの地域包括支援
センターの方にご参加いただき、認知症初期
集中支援チームの現在の活動状況や課題など
について情報交換を行いました。 
認知症の方に対する支援が困難となった際に、
初期集中支援チーム員のサポートを必要とし
ていることも多いようです。 
 これからも地域の専門職との連携を強化し、
より充実した認知症支援を推進するため、協
議会を積み重ねていきたいと考えております。 
 


